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その答えとして右ページにポイントを押さえ
た病理写真と解説が載っています。病理写
真には豊富な注釈が施されているので，専
門的な内容もすんなりと頭に入ってきます。
消化器病理に興味を持ってはいるものの
一歩が踏み出せないような初学者にとって
の入口として最適であるだけでなく，消化
器病理をより勉強したいと考える私のよう
な中堅医師にとっても奥が深い教科書です。
何より，現在の私のテーマである「どのよ
うに伝えるか」も間接的に教えてくれる一
冊となりました。プレゼンテーションの場に
おいて，また若手の先生や学生さん，患者
さんに，自分の伝えたいことを興味深く聞
いてもらうためのヒントも詰まっていますの
で，これからも機会があるごとに参照して
いきたいと思います。

消化器病理は，我々消化器内科医にとっ
て，身近だけれども奥が深いがゆえにとっ
つきにくく感じてしまう存在ではないでしょ
うか。本書はそんなとっつきにくさを払拭し
てくれる，病理医と消化器内科医の情熱が
詰まった一冊です。
消化器の各部位ごとに章立てされており，
各章のはじめに「正常構造と病変の見かた」
について丁寧な記載があり，病理医の本音
や日々の標本作りのルーティンも垣間見る
ことができます。また，切除標本を見るコツ
に至っては，あたかも切り出しの場でリアル
タイムに講義してもらっているようでした。
一方，疾患のパートでは，実際に症例に
接しているような感覚で読み進めることがで
きます。例えば消化管領域では，見開き左
ページに鮮明な内視鏡像とルーペ像，そし
て我々が抱くような疑問も取り上げてあり，
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